
■米国における日本語教育や日本文化理解の促進
を目的に、日本語講座を有する米国各都市の初・
中等教育機関にアシスタント・ティーチャーとし
て若手日本語教員を1～2年間の任期で派遣。

2021年度から派遣中：6名（第10期）
2022年度から派遣予定：6名（第11期）
過去の派遣人数：94名（2011～2021年度）

第9期着後研修で派遣先学校教師他関係者と共に

■日本との交流機会が比較的少ない米国の南部・
中西部・山岳部における対日関心の喚起や日本理
解の促進および草の根交流の担い手育成を目的に、
日本人コーディネーターを2年間の任期で派遣。

2021年度から派遣中：7名（第19期）
2022年度から派遣予定：10名（第20期）
過去の派遣人数 ：83名（2002～2021年度）

小学校での活動の様子

令和４年７月 国際交流基金（JF）

日米草の根交流
コーディネーター派遣（JOI）

グラスルーツからの日米関係強化に関する国際交流基金の取組

※グラスルーツからの日米関係強化（GEN-J）事業（2018～2020年度）
地域リーダー・学生・教師の招へい計277名、交流人材の派遣計14名

米国若手日本語教員
（J-LEAP）派遣



■コロナ禍で困難に直面している日本庭園
に対し、組織運営基盤の強化を図るための
助成を実施。

2021～2022年度採用件数：3件

ポートランド日本庭園（オレゴン州）

ユメ日本庭園（アリゾナ州）

箱根ガーデン（カリフォルニア州）

■日本文化の魅力を伝える拠点としての、
日本庭園を活性化するための文化交流事業
を実施。

• 日本庭園における日本文化紹介事業（2021年度）

グレンデール日本友好庭園（カリフォルニア州）

ユメ日本庭園（アリゾナ州）

フェニックス日本親善庭園（アリゾナ州）

• 日本庭園ウェビナー・シリーズ（2020～2021年度）

• 日本庭園シンポジウム
（2021年11月。共催：北米日本庭園協会）

■コロナ禍で困難に直面している日米協会
に対し、組織運営基盤の強化を図るための
助成を実施。

2021～2022年度採用件数：24件

• 全米：全米日米協会連合（NAJAS）

• 中西部：アイオワ日米協会、セントラルオハイオ日米
協会、グレーター・オースティン日米協会、ミネソタ
日米協会、セントルイス日米協会、米国中部日米協会

• 南部：アラバマ日米協会、ヒューストン日米協会、
ダラス・フォートワース日米協会、テネシー日米協会、
ケンタッキー日米協会

• 山岳部：コロラド日米協会

• 東部：ジャパンソサエティー、ボストン日本協会、
グレーターフィラデルフィア日米協会、ワシントン
DC日米協会

• 西部：ワシントン州日米協会、オレゴン日米協会、
サンディエゴ＆ティファナ日本協会、北カリフォルニ
ア日本協会、ハワイ日米協会

日米協会への支援事業 日本庭園への支援事業

グラスルーツからの日米関係強化に関する国際交流基金の取組

※グラスルーツからの日米関係強化事業（2018～2020年度）
日本庭園における日本文化紹介事業、日本庭園ウェビナー・シリーズ

令和４年７月 国際交流基金（JF）


